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	十字架のことば（1）― イントロダクション ―
	1．はじめに
	（1）十字架は、キリスト教のシンボルである。
	①最初は、魚がシンボルであった。
	＊ギリシヤ語で「ΙΧΘΥΣ」（イクトス）
	＊イエス・キリスト、神の子、救い主。

	②紀元2世紀以降、十字架がシンボルとなる。
	＊十字架は、神の愛のシンボルである。


	（2）イエス・キリストは、十字架上で7つの祈りをされた。
	①1990年に「十字架のことば」のメッセージシリーズを語った。
	②それから22年後、再度、この試みに挑戦する。
	③今回を含めて、合計8回のメッセージとなる。


	2．アウトライン
	（1）十字架とはどのようなものか。
	（2）イエスはなぜ十字架で死んだのか。

	3．結論
	（1）十字架のことばの愚かさ
	（2）私たちの応答

	Ⅰ．十字架とはどのようなものか
	1．十字架の種類
	（1）ギリシヤ語で、スタウロス。2つの意味がある。
	①一本の木
	②縦木と横木を組み合わせたもの。
	③新約聖書では、②の意味でこの言葉が使用される。

	（2）4つの型
	①一本の木
	②T字型
	③X字型
	④十字型（ラテン型。ギリシヤ型の場合は、縦横同じ長さ）


	2．モーセの律法の規定
	（1）旧約聖書には出てこない。
	①生きたまま木に付けることはなかった。
	②警告のために、死体を木にさらすことは、あった。

	（2）申命記21：22～23
	①木につるされた者は、神にのろわれた者である。
	②死体は、日没までに、必ず埋葬しなければならない。
	③地を汚さないためである。


	3．十字架刑の歴史
	（1）アッシリヤとペルシヤで始まった刑である。
	①それが、ギリシヤ人に受け継がれた。
	＊アレクサンドロス大王が採用した。


	（2）ローマ人が、十字架刑を完成させた（マニュアル化した）。
	①非常にな刑である。
	②苦痛を長引かせて死に至らせる刑である。
	③見せしめの刑である。
	④非ローマ人、奴隷などに適用される刑である。
	⑤ローマ市民は除外された。
	＊ペテロは十字架刑で死んだ。
	＊パウロは首を切られて死んだ。



	4．十字架刑の手順
	（1）有罪宣言を受ける。
	①それ以降の手順は、死刑執行人の判断で変わる場合もある。

	（2）横木を負って刑場に向かう。
	①罪状書きを持った人が、罪人の前を歩く。
	②場合によっては、罪人の首に罪状書きをぶら下げる。

	（3）刑場に着くと、衣服を脱がせ、で打つ。
	①イエスの場合は、有罪宣言の前に鞭で打たれた。
	②横木を負って行く体力が残っていなかった。
	③クレネ人シモンが代わりに横木を負わされた。

	（4）横木に寝かされ、両手を釘付けにされた。
	①手のひらではなく、手首に釘が打たれた。

	（5）横木が上に引き上げられ、縦木と組み合わせられた。
	①縦木は、すでに刑場に立てられていた。
	②縦木のほぼ中央に、を載せるための短い横木が付けられていた。
	③頭の上に、罪状書きが打ち付けられた。
	＊一本の木は、当時、パレスチナでは使用されていなかった。
	＊イエスの十字架は、T字型、X字型ではなかった。


	（6）が与えられた。
	①通常は、いぶどう酒が用いられた。
	②イエスの場合は、これを拒否した。
	③父なる神の御心を、鮮明な意識のままで実行するため。
	＊信仰告白をした罪人への祝福のことばを、発することができた。
	＊十字架上の７つの祈りは、このようにして捧げられたものである。


	（7）死に至る。
	①き、空腹、、出血多量、そして、などにより、死に至る。
	②死期を早めたい場合は、すねの骨を折る。
	＊罪人は、数日から1週間以上、生き延びた。

	③イエスの場合は、午前9時から午後3時まで苦しまれた。


	5．考古学上の発見
	（1）1968年の夏に、エルサレム近郊で、4つのユダヤ人の墓が発掘された。
	①ある石棺には、十字架刑で死んだ青年の骨が納められていた。
	＊この種のものとしては、唯一残存する骨である。

	②発掘された土器の形状から、年代は、紀元7～66年と推定された。

	（2）この骨が伝えていること
	①両腕に釘が打ち込まれた。
	②体重は、恐らく、臀部の下に置かれた横木で支えられたのであろう。
	③足は、を折り、横に曲げて臀部の下に置かれた。
	＊私たちが見慣れているイエスの十字架の姿とは異なる。

	④両足をそろえて、の骨に1本の釘が打ち込まれた。
	＊骨を支えるために、オリーブの木片が使用された。




	Ⅱ．イエスはなぜ十字架で死んだのか
	イントロダクション
	（1）福音記者たちは、十字架刑の内容について、詳細には語っていない。
	①当時の読者たちには、周知の事実である。
	②十字架に関する、キリスト論的な理解を提供しようとしている。
	＊イエスは、なぜ十字架で死んだのか。
	＊それが、私たちにとってどういう意味があるのか。


	（2）イエスの罪状
	①ユダヤ総督のポンテオ・ピラトが、有罪宣言をした。
	＊ユダヤ人が有罪宣言をしていたなら、イエスは石打の刑で死んでいた。

	②ヨハネ19：19～20
	＊サンヘドリンは、冒とく罪でイエスを死刑にしようとした。
	＊ローマ人は、反逆罪（カエサルへの反抗）でイエスを処刑した。
	＊モーセの律法によれば、イエスの死は、呪われた死である。
	＊ユダヤ人もローマ人も、ともに責任がある。
	＊ユダヤ人の指導者たちと、民衆の責任を、注意深く区別している。

	③Ⅰコリント1：23～24
	＊十字架は、ユダヤ人にとってはつまずきである。
	＊異邦人にとっては、愚かである。
	＊なぜ初期の信者たちは、「イエスは主なり」と告白するようになったのか。



	1．イエスの死は、人類の罪を贖うためのものである。
	（1）ローマ3：25
	①十字架は、救いの土台である。


	2．イエスの死は、モーセの律法を終わらせた。
	（1）ガラテヤ3：13

	3．イエスの死は、キリストの教会を産み出した。
	（1）エペソ2：14～16

	4．イエスの死は、信者の内に起こることを示している。
	（1）信者が受ける洗礼の意味
	①死の体験
	＊罪に対して死んだ（ロマ6：6）。
	＊この世に対して死んだ（ガラ6：14）。

	②復活の体験（新しいいのちの始まり）


	5．イエスの死は、復活によってその信頼性が証明された。
	（1）ヨハネ3：14
	①死そのものが、高揚につながっている。

	（2）ヨハネ12：32～33
	①十字架と、復活、昇天が、ひとつのものとなっている。



	結　論
	1．十字架のことばの愚かさ
	（1）神の計画は、この世の知恵から見ると、愚かに思える。
	（2）神は、逆説的に、神の力を啓示された。
	（3）Ⅰコリント1：18～25

	2．私たちの応答
	（1）苦難の中の慰め
	（2）信者の行動原則
	①神への従順
	②他者への愛

	（3）ピリピ2：5～11



	十字架のことば（2）―第1のことば：赦しの祈り―
	1．はじめに
	（1）「十字架のことば」には7つある。
	①前半：午前9時から正午までの間の3時間
	＊3つのことば
	＊他人に関するものである。

	②後半：正午から午後3時までの間の3時間
	＊4つのことば
	＊自分に関するものである。


	（2）第1のことばは、赦しの祈りである。
	①十字架を負って刑場に（「どくろ」と呼ばれている場所）着いた。
	②イエスの左右に、犯罪人が十字架につけられた。
	③その時にイエスの口から出たのが、赦しの祈りである。


	2．アウトライン
	（1）この祈りと旧約聖書の関係は？
	（2）この祈りは、誰のためのものか？
	（3）この祈りは、聞かれたのか？

	3．結論：この祈りの現代的意味
	Ⅰ．この祈りと旧約聖書の関係は？
	1．敵に関する代表的な祈りは、復讐を求める祈りである。
	（1）詩篇137：7～9
	（2）エレミヤ15：15
	（3）個人的復讐心から出たものではなく、神の義を求める祈りである。
	①義に飢え渇く度合いによって、この種の祈りに対する応答の度合いが決まる。


	2．旧約的な意味からいえば、十字架に付けられた罪人は、こう祈るべきである。
	（1）「私の死が、私のすべての罪を贖うものとなりますように」

	3．イエスの祈りの特殊性
	（1）復讐を求めたものではない。
	（2）敵のために祈った。
	（3）イザヤ53：12の成就である。


	Ⅱ．この祈りは、誰のためのものか？
	1．敵のための祈り
	（1）イスカリオテのユダ
	①貪欲が彼を支配していた。
	②銀貨30枚でイエスを売り渡した（奴隷の値段）。

	（2）祭司やパリサイ人
	①妬み
	②自己義認

	（3）ピラト
	①自己保身
	②恐れ


	2．ローマ兵たちのための祈り
	（1）上官の命令を実行しているだけである。
	①自分たちの取り分を、さっさと取っている。


	3．群衆のための祈り
	（1）彼らは、赦される必要性を感じていない人々である。
	①ご利益信仰
	②政治的メシア像


	4．祈りの根拠
	（1）無知
	（2）ローマ兵は、イエスが十字架に付けられている深い背景は、理解していない。
	（3）ユダヤの指導者たちは、イエスが無罪であることを知っていた。
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